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陽
明
文
庫
所
蔵
一
般
文
書
中
の
、
近
衛
家
十
六
代
当
主
、
近
衛
前さ

き

久ひ
さ

（
天
文
五1536

～
慶
長
一
七1612

、
享
年
七
十
七
、
法
号
、
龍
山
）

が
慶
長
十
二1607

年
の
夏
に
詠
じ
た
『
五
十
首
和
歌
』
に
関
わ
る
詠
草
類
を
紹
介
す
る
。

　

陽
明
文
庫
に
は
、
慶
長
以
降
の
近
衛
家
歴
代
の
自
筆
資
料
を
含
め
、
そ
の
周
辺
で
書
写
さ
れ
た
一
次
資
料
が
豊
富
に
伝
存
す
る
が
、
当

該
「
五
十
首
和
歌
」
に
つ
い
て
も
、
直
接
の
関
連
資
料
が
十
数
点
伝
わ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
ま
と
ま
っ
た
内
容
と
分
量
を
持
つ
も
の
は
以
下
の
八
点
で
あ
る
。

　
　

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（
一
般
文
書
目
録
番
号59127
、
以
下
同
じ
）

・ 

折
紙
三
紙
。
仮
綴
。
写
本
。
前
久
自
筆
。
貼
紙
に
よ
る
推
敲
多
し
。59126

～59129

の
包
紙
一
紙
、
上
書
「
四五
ク
ヽ
リ
紙
数

十
六
枚
」
。

　
　

Ｂ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32962

、
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
所
収
）

・ 

折
紙
一
紙
。
後
陽
成
天
皇
宸
筆
。
縦
29
・
4
糎
×
横
47
・
2
糎
。32962

～32964

の
包
紙
一
紙
、
包
紙
上
書
「
後
陽
成
院
勅
書

女
子
大
國
お　

第
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六
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平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日

近
衛
前
久（
龍
山
）詠
『
五
十
首
和
歌
』
関
連
資
料
　
解
題
と
翻
刻
（
上
）

大　

谷　

俊　

太



近
衛
前
久（
龍
山
）詠
『
五
十
首
和
歌
』
関
連
資
料　

解
題
と
翻
刻
（
上
）

83

　

三
枚
」
（
前
久
筆
）
。

　
　

Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（
第
一
丁
～
第
三
丁
、59177

）

・ 

袋
綴
、
仮
綴
。
半
紙
本
。
写
本
。
一
冊
。
全
十
七
丁
、
う
ち
二
丁
白
紙
。
前
久
自
筆
。
縦
25
・
2
×
横
19
・
9
糎
。
外
題
「
龍
山
」
。

　
　

Ｄ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32963

・32964

、
『
宸
翰
英
華
』
五
七
〇
所
収
）

・ 

折
紙
二
紙
。
後
陽
成
天
皇
宸
筆
。
縦
32
・
1
糎
×
横
46
・
2
糎
。

　
　

Ｅ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（
第
四
丁
以
降
、59177

）

・ 

Ｃ
に
同
じ
。

　
　

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

・ 

袋
綴
、
仮
綴
。
半
紙
本
。
写
本
。
一
冊
。
前
久
自
筆
。
全
十
六
丁
。
縦
26
・
4
×
横
19
・
4
。

　
　

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（5

9
1
2
6

）

・ 

折
紙
三
紙
。
仮
綴
。
写
本
。
前
久
自
筆
。
縦
18
・
5
糎
×
横
54
・
8
糎
。

　
　

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

・ 

袋
綴
、
仮
綴
。
半
紙
本
。
写
本
。
一
冊
。
前
久
自
筆
。
全
十
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
縦
27
・
8
糎
×
横
20
・
2
糎
。

　

五
十
首
和
歌
全
体
の
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
詠
草
が
三
点
（
Ａ
・
Ｇ
・
Ｈ
）
、
前
久
の
詠
草
に
対
す
る
後
陽
成
天
皇
の
質
問
状
が
二
点
（
Ｂ
・

Ｄ
）
、
そ
れ
に
対
す
る
前
久
の
回
答
が
二
点
（
Ｃ
・
Ｅ
）
、
以
上
の
や
り
と
り
を
前
久
が
ま
と
め
た
も
の
が
一
点
（
Ｆ
）
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
Ｂ
と
Ｄ
は
既
に
『
宸
翰
英
華
』
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
左
の
よ
う
な
解
題
が
付
さ
れ
る
。

　
　

五
六
九　

宸
筆
御
消
息　

一
通　

東
京
都　

陽
明
文
庫

御
宛
は
な
い
け
れ
ど
も
、伝
来
よ
り
見
て
近
衛
信
尹
に
賜
は
っ
た
こ
と
は
明
か
で
、
こ
の
外
に
も
類
似
の
も
の
が
多
数
現
存
し
て
ゐ
る
。
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こ
れ
は
早
春
以
下
十
三
首
の
和
歌
に
つ
い
て
御
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
、
折
紙
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。
此
の
題
は
、
第
四
八
七
号

御
続
懐
紙
の
五
十
首
の
中
に
見
ら
れ
る
。
猶
「
嶋
霞
」
の
項
に
あ
る
三
光
院
は
三
条
西
実
枝
、
恵
雲
院
は
信
尹
の
祖
父
近
衛
稙
家
で

あ
る
。
「
霞
吹
と
く
」
「
く
づ
れ
」
「
玉
水
」
等
の
語
句
に
つ
い
て
は
次
の
御
消
息
に
於
て
更
に
詳
細
に
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　

五
七
〇　

宸
筆
御
消
息　

一
通　

東
京
都　

陽
明
文
庫

前
掲
御
消
息
の
後
重
ね
て
近
衛
信
尹
に
「
霞
吹
と
く
」
以
下
九
目
に
亘
っ
て
御
疑
難
を
遊
ば
さ
れ
た
御
消
息
で
、
折
紙
に
書
か
れ
て

ゐ
る
。
此
の
中
に
天
皇
が
細
川
幽
斎
に
密
々
御
詠
を
批
評
せ
し
め
ら
れ
た
事
や
、
称
名
院
三
条
西
公
条
の
如
き
先
輩
に
も
誤
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
事
や
、
信
尹
の
誤
謬
を
度
々
の
楚
忽
と
御
笑
ひ
あ
る
な
ど
、
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
。
因
に
女
御
と
あ
る
の
は
中

和
門
院
の
御
事
で
、
信
尹
の
妹
に
当
る
。

　

五
六
九
の
解
題
に
あ
る
「
四
八
七
号
御
継
懐
紙
」
と
は
、
同
書
解
題
に
、

　
　

四
八
七　

後
陽
成
天
皇
宸
筆
御
懐
紙　

一
巻　

高
松
宮
御
蔵

　

詠
五
十
首
倭
謌

　
　
　
　

早
春

春
の
く
る
比
也
け
り
な
昨
日
今
日
雲
の
立
ま
ふ
山
も
か
す
み
て

　
　
　
（
下
略
）

此
の
五
十
首
の
御
製
は
京
都
の
大
谷
派
本
願
寺
に
も
亦
一
本
を
伝
へ
、
此
の
御
本
と
寸
分
の
相
違
も
な
い
や
う
に
拝
せ
ら
れ
る
。
又

夙
く
世
に
も
流
布
し
て
ゐ
る
。
御
製
の
年
紀
は
明
か
で
な
い
が
、
こ
れ
も
黄
葉
和
歌
集
に
、
題
の
符
号
す
る
夏
日
同
詠
五
十
首
和
謌

が
有
り
、
亦
、
参
議
右
大
辨
と
署
し
て
ゐ
る
か
ら
、
慶
長
十
一
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
夏
の
御
懐
紙
で
あ
ら
う
。

と
あ
る
も
の
で
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
』
の
「
後
陽
成
院
五
十
首
」
（
宸
筆
原
本
、
一
軸
、1638

）
に
当
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た
る
。
猶
、
右
の
「
京
都
の
大
谷
派
本
願
寺
」
所
蔵
本
は
、
京
都
嵯
峨
鳥
居
本
の
本
願
寺
現
蔵
（
平
成
二
十
六
年
四
月
、
本
願
寺
春
の
宝

物
展
「
本
願
寺
に
伝
わ
る
御
宸
翰
―
天
皇
の
墨
跡
―
」
に
出
陳
）
で
、
近
衛
家
伝
来
の
も
の
と
の
こ
と
（
川
崎
佐
知
子
氏
御
示
教
）
。
猶
々
、

Ｈ
の
「
五
十
首
」
に
は
、
こ
の
後
陽
成
天
皇
の
五
十
首
と
当
該
前
久
の
五
十
首
と
が
前
久
自
身
に
よ
り
合
写
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
五
十
首
和
歌
に
つ
い
て
は
、上
記
五
六
九
解
題
に
お
い
て
、『
黄
葉
和
歌
集
』
所
載
の
烏
丸
光
広
の
同
題
五
十
首
（

215
～

264
）
に
「
夏

日
同
詠
五
十
首
和
歌　

参
議
右
大
辨
藤
原
光
広
」
と
「
参
議
右
大
辨
」
の
署
名
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
慶
長
十
一
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の

夏
の
作
と
推
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
日
下
幸
男
氏
に
よ
り
、
他
の
同
題
の
五
十
首
和
歌
の
報
告
が
あ
り
、
現
在
以
下
の
詠
者
が
知
ら
れ
る
。

○
中
院
通
村　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
後
十
輪
院
内
府
五
十
首
」

501
／

430　
「
夏
日
同
詠
五
十
首
和
歌　
　

侍
従
源
通
村
」

○
中
院
通
勝
（
素
然
）　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
文
庫
『
五
十
首
和
歌
』
（
中
院
6
／

194
）　
「
詠
五
十
首
和
歌　

沙
弥
素
然
」

他
の
伝
本
に
青
山
会
文
庫
『
仙
洞
御
着
到
百
首
』
が
あ
る
。
但
、
巻
軸
題
が
「
寄
世
祝
」
で
は
な
く
「
寄
世
祝
言
」
と
な
る
。
高

梨
素
子
氏
は
「
素
然
の
も
の
は
最
終
題
を
「
寄
世
祝
言
」
と
し
、
内
題
は
「
詠
五
十
首
和
歌
」
と
の
み
あ
る
の
で
詠
進
歌
で
は
あ

る
ま
い
」
（
古
典
文
庫
『
中
院
通
村
家
集
』
解
題
、2000

）
と
さ
れ
、
日
下
氏
は
、
内
題
に
つ
い
て
は
僧
侶
の
場
合
の
書
式
に
叶
う

と
さ
れ
る
。

○
三
条
西
実
条　

早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
三
条
西
家
本
『
夏
日
同
詠
五
十
首
和
歌
』
（
35
）
自
筆
。
「
権
中
納
言
藤
原
実
条
」

○
阿
野
実
顕　

吉
田
幸
一
氏
旧
蔵
『
実
顕
五
十
首
和
歌
』　
「
夏
日
同
詠
五
十
首
和
歌　

左
近
衛
権
中
将
藤
原
実
顕
」
（
『
長
嘯
子
全
集
』

五
に
翻
刻
所
収
、
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
四
三
、
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
善
本
特
集
二
二
掲
載
）

○
西
洞
院
時
慶　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
文
庫
『
時
慶
卿
五
十
首
倭
歌
』　
「
夏
日
同
詠
五
十
首
和
歌　
　

参
議
平
時
慶
」

詠
作
年
次
に
つ
い
て
は
、
西
洞
院
時
慶
の
五
十
首
の
奥
に
「
慶
長
十
二
卯
廾
五
日
ニ
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
二1607

年
四
月

二
十
五
日
頃
の
詠
進
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
。
（
日
下
幸
男
『
中
院
通
勝
歌
集
歌
論
』
私
家
版
、1993

、
の
ち
『
中
院
通
勝
の
研
究
』
勉
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誠
出
版
、2013

所
収
）

　

さ
て
、
『
宸
翰
英
華
』
解
題
で
は
、
Ｂ
・
Ｄ
の
書
状
の
宛
先
を
近
衛
信
尹
と
す
る
。
ま
た
、
一
九
九
二
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
「
か
な
の
美
」
展
に
、
五
七
〇
の
二
紙
の
う
ち
、
第
一
紙
の
み
が
出
陳
さ
れ
た
が
、
図
録
解
説
で
も
、
「
近
衛
信
尹
に
送
っ
た
消
息
」

と
あ
り
、
「
壮
年
期
の
天
皇
の
熟
達
し
た
筆
跡
を
示
す
消
息
」
と
さ
れ
て
い
る
。
近
時
、
日
下
幸
男
氏
は
、
Ｈ
の
『
五
十
首
』
に
つ
い
て
も

同
題
五
十
首
で
あ
る
と
の
紹
介
を
加
え
ら
れ
た
が
（
「
解
題
」
「
中
院
通
勝
に
つ
い
て
」
、
『
中
院
通
勝
の
研
究
』
勉
誠
出
版
、2013

）
、
Ｂ
・

Ｄ
の
後
陽
成
天
皇
書
状
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
「
天
皇
の
信
尹
へ
の
和
歌
指
導
が
、
非
常
に
懇
切
丁
寧
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
」
と
言
わ
れ
（
「
中
院
通
勝
年
譜
稿
」
、『
中
院
通
勝
の
研
究
』
所
収
）
、『
宸
翰
英
華
』
の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
回
紹
介
す
る
資
料
に
拠
り
、
そ
の
内
容
が
前
久
の
「
五
十
首
和
歌
」
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
宛
先
は
近

衛
前
久
が
正
し
い
。

　

そ
し
て
、
Ｆ
『
和
歌
』
の
冒
頭
近
く
に
、
「
五
十
首
の
御
詠
を
あ
そ
ば
し
（
拝
覧
さ
せ
ら
れ
）
、
お
な
じ
く
よ
み
た
て
ま
つ
れ
と

あ被
仰
下
に

り
し
に
よ
り
、
と
り
あ
へ
ず
（
瓦
礫
）
高
覧
に
そ
な
へ
侍
り
け
り
」
と
あ
る
（
本
稿
（
下
）
に
所
収
）
の
で
、
後
陽
成
天
皇
の
五
十
首

が
詠
ま
れ
て
後
、
そ
れ
程
時
を
隔
て
ず
当
該
前
久
の
「
五
十
首
和
歌
」
も
詠
ま
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
長
十
二
年
四
月

二
十
五
日
頃
の
詠
作
で
あ
り
、
時
に
、
前
久
七
十
二
歳
、
後
陽
成
天
皇
は
三
十
七
歳
で
あ
る
。

　

以
下
、
関
連
資
料
を
翻
刻
す
る
。

　

先
ず
、
五
十
首
和
歌
全
体
の
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
詠
草
三
点
（
Ａ
・
Ｇ
・
Ｈ
）
を
、
そ
の
成
立
順
に
上
段
か
ら
下
段
へ
三
段
組
で
、

推
敲
の
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
、
対
照
さ
せ
て
翻
字
す
る
。
猶
、
Ａ
の
う
ち
十
首
に
は
貼
紙
に
よ
る
推
敲
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
貼
紙
の

下
の
文
字
を
五
十
首
和
歌
の
後
に
ま
と
め
て
翻
字
す
る
。
【
翻
刻
Ⅰ
】
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次
い
で
、
後
陽
成
天
皇
と
前
久
と
の
間
で
問
答
が
交
わ
さ
れ
た
和
歌
は
、
五
十
首
の
う
ち
、
1
春
霞
・
2
氷
解
・
3
嶋
霞
・
4
河
辺
梅
・

8
遊
絲
・
10
樵
路
躑
躅
・
15
夏
草
・
18
萩
半
綻
・
23
月
下
遊
士
・
28
落
葉
驚
夢
・
32
市
歳
暮
・
41
寄
名
所
湊
恋
・
44
石
清
水
の
十
三
首
で

あ
る
が
、
そ
の
十
三
首
の
各
歌
ご
と
に
、
Ａ
～
Ｈ
の
関
連
部
分
を
抜
き
出
し
ま
と
め
掲
げ
る
形
で
翻
字
す
る
。
【
翻
刻
Ⅱ
】

　

さ
ら
に
、
Ｅ
「
前
久
公
御
詠
草
」
の
十
三
丁
～
十
六
丁
に
記
さ
れ
る
「
題
を
ま
は
す
様
」
「
本
歌
取
様
之
事
」
、
Ａ
～
Ｈ
以
外
の
和
歌
の

覚
書
等
の
関
連
資
料
九
点
（「
前
久
公
筆
書
状
等
」39024

・39032

・39035

・39044

・39050

・39064

・39086

・39090

・39100

）

を
翻
字
す
る
。
【
翻
刻
Ⅲ
】

　

最
後
に
、
Ｆ
『
和
歌
』
の
冒
頭
部
の
序
に
当
た
る
文
章
、
Ｄ
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
の
最
後
の
一
項
目
を
翻
字
す
る
。
【
翻
刻
Ⅳ
】

　

猶
、
【
翻
刻
Ⅱ
】
の
「
15
夏
草
」
以
下
、
【
翻
刻
Ⅲ
】
・
【
翻
刻
Ⅳ
】
の
記
事
は
（
下
）
に
収
載
す
る
。

〔　

凡
例　

〕

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
表
記
の
通
り
と
す
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
、
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
挿
入
語
句
は
本
文
に
組
み
込
み
、
見
せ
消
ち
の
文
字
は
網
掛
け
で
示
し
た
。

一
、
Ｃ
・
Ｅ
の
朱
筆
部
分
は
楷
書
体
で
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
貼
紙
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（　

）
で
示
し
た
。
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【
翻
刻
Ⅰ
】

Ａ 59127
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」

　
　

五
十
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
山

　
　

春
十

　
　
　

早
春

①
空＼

ま
き
あ
ぐ
る
す
だ
れ
に
春
の
風

は
ま
だ
霞
も
あ
へ
ず
春
さ
え
て

　

こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

　
　
　

氷
解

②
日
影＼
岩
た
ゝ
む
み
ぎ
り
の
い
け
の
あ
さ
ひ
か
げ

さ
す
砌
の
池
の
岩
間
よ

り

　

とと
こ
ろ
〴
〵
や
こ
ほ
り
と
く
ら
ん

く
や
氷
を
く
だ
く
玉
水

　
　
　

嶋
霞

③
奥
津
風
霞
吹＼

を
は
ら
ふ

と

く
波
の
上
に

　

う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
嶋
山

　
　
　

河
邊
梅

④
川
風＼
二
あ
ひ
の
あ
や
を
る
水
と
み
つ
る
哉

の
岸
う
つ
な
み
の
く
づ
れ
に
も

Ｇ 59126

「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」

　
　

五
十
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
山

　
　

春
十

　
　
　

早
春

捲
あ
ぐ
る
簾
に
春
の
風
さ
え
て

こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

　
　
　

氷
解

岩
た
ゝ
む
砌
の
池
の
朝
日
影

と
こ
ろ
〴
〵
や
氷
と
く
ら
む

　
　
　

嶋
霞

奥
津
か
ぜ
霞
を
は
ら
ふ
波
間
よ
り

う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
嶋
山

　
　
　

河
邊
梅

二
あ
ひ
の
あ
や
を
る
水
と
み
ゆつ

る
哉

Ｈ 77705

「
五
十
首
」

（
前
久
詠
部
分
の
み
翻
字
）

　
　

五
十
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
山

　
　

春
十

　
　
　

早
春

捲
あ
ぐ
る
簾
に
春
の
風
さ
え
て

こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

　
　
　

氷
解

岩
た
ゝ
む
み
ぎ
り
の
池
の
あ
さ
日
か
げ

と
こ
ろ
〴
〵
や
氷
と
く
ら
ん

　
　
　

嶋
霞

奥
津
か
ぜ
か
す
み
を
は
ら
ふ
浪
間
よ
り

う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
し
ま
山

　
　
　

河
邊
梅

二
あ
ひ
の
あ
や
を
る
水
と
み
つ
る
か
な
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ねた

ち

枝
の

梅
の

う

つ

る

川
ぎ

し

ざ
し
は
な
れ
ず
匂
ふ
梅
が
枝

　
　
　

春
夜

⑤
さ
ゝ
枕
ふ
し
も
あ
へ
ぬ
に
春
の
夜
は

　

野
守
の
か
ね
の
明
が
た
の
こ
ゑ

　
　
　

裁
花

⑥
名
に
し
ほ
ふ
志
賀
の
都
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

　

う
へ
し
四
町
の
木
々
の
花
ぞ
の

　
　
　

花
埋
路

⑦
は
つ
せ
寺
雪
か
と
みみ

え
て
ち
り
そ
ふ
る

え
て
さ
け
ば
ち
る

　

花
こ
そ
う
づ
め
春
の
山
道

　
　
　

遊
絲

⑧
風＼

は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
な
か
ぞ
ら
に

絶
て

霞
の

ひ

ま
に
幽の

ど
け
くに

も

　

軒そ
れ
か
と
ば
か
り
み
ゆ
る
い
と
ゆ
ふ

端
を
ち
か
み
い
と
あ
そ
ぶ
み
ゆ

　
　
　

雲
雀

⑨
人
帰
る
し
ば
ふ
が
道
の
夕
ひ
ば
り

　

と
こ
は
な
れ
つ
ゝ
空
に
な
く
也

　
　
　

樵
路
躑
躅

⑩
春＼

こ
ゝ
ろ
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の

も
は
や
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
岩
つ
ゝ
じ

た
ち
枝
の
梅
の

○

う下枝
を
ひ
た
す

つ

る

川
岸

　
　
　

春
夜

さ
ゝ
枕
ふ
し
も
あ
へ
ぬ
に
春
の
よ
の

み
じ
か
き
夢
は
む
す
ぶ
と
も
な
し

　
　
　

裁
花

名
に
し
ほ
ふ
志
賀
の
都
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

う
ゑ
し
四
町
の
木
々
の
は
な
ぞ
の

　
　
　

花
埋
路

は
つ
せ
寺
雪
かに

ま

が

ひ

と
み
え
て
散
そ
ふ
る

花
こ
そ
う
づ
め
春
の
山
み
ち

　
　
　

遊
絲

は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
半
天
に

そ
れ
かと

み

え

つ

ゝ

な

び

く

と
ば
か
り
み
ゆ
る
い
と
ゆ
ふ

　
　
　

雲
雀

人
帰
る
し
ば
ふ
が
道
の
夕
ひ
ば
り

と
こ
は
な
れ
つ
ゝ
空
に
な
く
也

　
　
　

樵
路
躑
躅

心
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の
岩
つ
ゝ
じ

梅
の
下
枝
を
ひ
た
す
川
岸

　
　
　

春
夜

さ
ゝ
枕
ふ
し
も
あ
へ
ぬ
に
は
る
の
よ
の

み
じ
か
き
夢
は
む
す
ぶ
とま

も
な
し

　
　
　

裁
花

名
に
し
ほ
ふ
志
賀
の
都
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

う
へ
し
四
町
の
木
々
の
は
な
ぞ
の

　
　
　

花
埋
路

は
つ
せ
寺
ゆ
き
に
ま
が
ひ
て
散
そ
ふ
る

花
こ
そ
う
づ
め
春
の
山
み
ち

　
　
　

遊
絲

は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
な
か
ぞ
ら
に

そ
れ
と
み
え
つ
ゝ
な
び
く
い
と
ゆ
ふ

　
　
　

雲
雀

人
か
へ
る
し
ば
ふ
が
み
ち
の
夕
ひ
ば
り

と
こ
は
な
れ
つ
ゝ
空
に
な
く
也

　
　
　

樵
路
躑
躅

心
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の
岩
つ
ゝ
じ
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木て
ご
と
に
か
り
て

こ
り
の
袖
の
か
へ
る
山
み
ち

　
　

夏
六

　
　
　

竹
亭
夏
来

⑪
風
の
音
も
い
つ
し
か
な
つ
の
は
山
ま
で

　

お
な
じ
み
ど
り
の
竹
の
下
庵

　
　
　

礒
郭
公

⑫
明
が
た
の
と
ま
や
の
月
に
お
ち
か
へ
れ

　
○

磯
辺
の
な
み
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　

沢
菖
蒲

⑬
雨
に
ひ
く
袖
は
野
沢
の
あ
や
め
ぐ
さ

　

あ
や
め
も
さわ

か

ず

ふ

か

き

ら
に
わ
か
ぬ
水
底

　
　
　

幽
栖
五
月
雨

⑭
す
む
庵
は
あ
た
り
は
な
れ
て
山ゆ

ふ

は

山

ぎ
は
に

　

露
の
み
袖
も
さ
み
だ
れ
の
比

　
　
　

夏
草

⑮
色＼

わ
か
な
へ
に
さ
と
の
さ
か
ひ
も
わ
か
ぬ
ま
で

々
に
春
み
し
花
も
を
ち
こ
ち
の

　

ひ
と
つ
に
し
げ
る
野
べ
の
夏
草

手
ご
と
に
か
り
て
かは

こ

ぶ
へ
る
山
道

　
　

夏
六

　
　
　

竹
亭
夏
来

風
の
音
も
い
つ
し
か
な
つ
の
は
山
ま
で

お
な
し
み
ど
り
の
竹
の
下
庵

　
　
　

礒
郭
公

明
が
た
の
と
ま
や
の
月
に
落
か
へ
れ

波
の
磯
辺
の
山
ほ
と
ゝ
き
す

　
　
　

沢
菖
蒲

雨
に
ひ
く
袖
は
野
沢
の
あ
や
め
草

あ
や
め
も
わ
か
ず
ふ
か
き
水
底

　
　
　

幽
栖
五
月
雨

す
む
庵
は
あ
た
り
は
な
れ
て
ゆ
ふ
は
山

露
の
み
袖
も
さ
み
だ
れ
の
比

　
　
　

夏
草

わ
か
な
へ
に
里
の
さ
か
ひ
も
わ
か
ぬ
ま
で

ひお
な
じ
み
ど
り
の

と
つ
に
茂
る
野
辺
の
夏
草

ひ
と
つ
色
な
る

手
ご
と
に
か
り
て
は
こ
ぶ
山
道

　
　

夏
六

　
　
　

竹
亭
夏
来

風
の
音
も
い
つ
し
か
な
つ
の
は
山
ま
で

お
な
じ
み
ど
り
の
竹
の
下
庵

　
　
　

礒
郭
公

明
が
た
の
と
ま
や
の
月
に
落
か
へ
れ

波
の
磯
辺
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　

沢
菖
蒲

雨
に
ひ
く
袖
は
野
沢
の
あ
や
め
ぐ
さ

あ
や
め
も
わ
か
ず
ふ
か
き
水
底

　
　
　

幽
栖
五
月
雨

す
む
庵
は
あ
た
り
は
な
れ
て
ゆ
ふ
は
山

露
の
み
袖
も
さ
み
だ
れ
の
こ
ろ

　
　
　

夏
草

わ
か
な
へ
に
里
の
さ
か
ひ
も
わ
か
ぬ
ま
で

ひ
と
つ
色
な
る
野
辺
の
夏
草
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樹
蝉

⑯
深
山
木
の
し
げ
り
あ
ひ
た
る
柴軒

ば

よ

り

の
戸
に

　

瀧
つ
瀬
の
ご
と
せ
み
やの

な
く
らこ

ゑん

　
　

秋
十

　
　
　

簷
下
荻

⑰
秋
風
の
音
を
夜
と
こ
に
し
き
た
へ
の

　

枕
め
さ
ま
す
軒
の
し
た
荻

　
　
　

萩
半
綻

⑱
秋＼

ふ

き

と

を

る

き

り

の

ま

が

き

の

秋
風
に

萩
の
ま
が
き
を
こ
え
て
お
な
じ
枝
に

　

まは
ぎ
の
に
し
き
ぞ
な
か
ば
色
め
く

だ
き

色
あ
る

花
も
こ

ほ
こ
ろ
ぶ

そ
さ
け

　
　
　

初
雁
成
字

⑲
雲
に
た
が
か
き
つ
ら
ね
た
る
か玉

札

ず
〳
〵
の

　

文
字
ぞ
と
み
れ
ば
は
つ
か
り
の
こ
ゑ

　
　
　

旅
泊
鹿

⑳
と
ま
り
舟

そ
こ
と
も

入山
ハ
イ
ヅ
ク
ト
シ
ラ
ナ
ミ
ニ

江
の
な
み
に
遠
山
の

鹿
の
音
よ
す
る
浦
風
ぞ
吹

　
　
　

樹
蝉

深
山
木
の
し
げ
り
あ
ひ
た
る
軒
端
よ
り

た
き
つ
せ
の
ご
と
せ
み
の
なも

ろく
こ
ゑ

　
　

秋
十

　
　
　

簷
下
荻

秋
風
の
音
を
夜
と
こ
に
し
き
た
へ
の

枕
目
さ
ま
す
軒
の
し
た
荻

　
　
　

萩
半
綻

ふ
き
と
を
る
き
り
の
ま
が
き
の
秋
風
に

は
ぎ
の
に
し
き
ぞの

な
か
ば
ほ色

め

く

こ
ろ
ぶ

　
　
　

初
雁
成
字

雲
に
た
が
か
き
つ
ら
ね
た
る
玉
札
の

文
字
ぞ
と
み
れ
ば
は
つ
か
り
の
こ
ゑ

　
　
　

旅
泊
鹿

鹿
の
ね
も
よ
り
く
る
な
み
の
泊
舟

霧
の
い
づ
く
の
秋
の
山
風

　
　
　

樹
蝉

深
山
木
の
し
げ
り
あ
ひ
た
る
の
き
ば
よ
り

た
き
つ
せ
の
ご
と
せ
み
の
も
ろ
ご
ゑ

　
　

秋
十

　
　
　

簷
下
荻

秋
風
の
音
を
夜
こ床
と
に
し
き
た
へ
の

枕
目
さ
ま
す
軒
の
し
た
荻

　
　
　

萩
半
綻

ふ
き
と
を
る
き
り
の
ま
が
き
の
秋
か
ぜ
に

は
ぎ
の
に
し
き
の
な
か
ば
色
め
く

　
　
　

初
雁
成
字

雲
に
た
が
か
き
つ
ら
ね
た
る
玉
札
の

文
字
ぞ
と
み
れ
ば
は
つ
か
り
の
こ
ゑ

　
　
　

旅
泊
鹿

鹿
の
ね
も
よ
り
く
る
な
み
の
と
ま
り
ぶ
ね

霧
の
い
づ
く
の
秋
の
山
風
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＼
鹿
の
ね
も
よ
り
く
る
な
み
の
泊
舟
霧
の
い
づ
く
の
秋

の
山
風

　
　
　

秋
夕

㉑
あ
は
れ
さ
は
い
づ
れ
な
る
ら
ん
月
は
あ
き

　

秋
は
ゆ
ふ
べ
と
な
が
め
わ
び
つ
ゝ

　
　
　

月
前
鐘

㉒
す
み
の
ぼ
る
月
に
さ
や
け
き
鐘
の
こ
ゑ
も

　

猶
い
や
た
か
し
か
づ
ら
き
の
寺

　
　
　

月
下
遊
士

㉓
う
た
ふひ

つ

ゝ
こ
ゑ
月
の
夜
す
が
ら
た
をは

れや
お
の

　

舞
の
あ
ふ
ぎ
は
を
く
ひ
ま
ぞ
な
き

＼
よ
と
ゝ
も
に
く
め
る
情
に
た
は
れ
お
の
月
の
ふ
く
る

も
お
も
ほ
え
ぬ
袖

　
　
　

故
郷
擣
衣

㉔
い
か
に
し
て
う
ち
も
か
さ
ね
ん
あさ

よさ
衣

　

涙
も
露
も
ふ
る
郷
の
秋

　
　
　

蔦
閉
戸

㉕
つ
た
か
づ
ら
は
ひ
ま
つ
は
り
て
柴
の
戸
を

　

と
ぢ
か
た
め
つ
ゝ
と
ふ
人
も
な
し

　
　
　

秋
不
留

　
　
　

秋
夕

あ
は
れ
さ
は
い
づ
れ
な
る
ら
ん
月
は
あ
き

秋
は
ゆ
ふ
べ
と
な
か
め
わ
び
つ
ゝ

　
　
　

月
前
鐘

す
み
の
ぼ
る
月
に
さ
や
け
き
鐘
の
こ
ゑ
も

猶
い
や
た
か
し
か
づ
ら
き
の
寺

　
　
　

月
下
遊
士

うよ

と

ゝ

も

に

情
を

く

み

て

あ

そ

び

を

の

た
ひ
つ
ゝ
月
の
夜
す
が
ら
た
は
れ
お
の

舞月
の

ふ

く

る

も

お

も

ほ

え

ぬ

袖

の
あ
ふ
ぎ
は
を
く
ひ
ま
ぞ
な
き

　
　
　

故
郷
擣
衣

い
か
に
し
て
う
ち
も
か
さ
ね
ん
さ
よ
衣

涙
も
露
も
ふ
る
郷
の
秋

　
　
　

蔦
閉
戸

つ
た
か
づ
ら
は
ひ
ま
つ
は
り
て
柴
の
戸
を

と
ぢ
か
た
め
つ
ゝ
と
ふ
人
も
な
し

　
　
　

秋
不
留

　
　
　

秋
夕

あ
は
れ
さ
は
い
づ
れ
な
る
ら
ん
月
は
あ
き

秋
は
ゆ
ふ
べ
と
な
が
め
わ
び
つ
ゝ

　
　
　

月
前
鐘

す
み
の
ぼ
る
月
に
さ
や
け
き
鐘
の
こ
ゑ
も

猶
い
や
た
か
し
か
づ
ら
き
の
て
ら

　
　
　

月
下
遊
士

よ
と
ゝ
も
に
情
を
く
み
て
あ
そ
び
を
の

月
の
ふ
く
る
も
お
も
ほ
え
ぬ
袖

　
　

故
郷
擣
衣

い
か
に
し
て
う
ち
も
か
さ
ね
ん
さ
よ
ご
ろ
も

涙
も
つ
ゆ
も
ふ
る
さ
と
の
あ
き

　
　
　

蔦
閉
戸

つ
た
か
づ
ら
は
ひ
ま
つ
は
り
て
柴
の
戸
を

と
ぢ
か
た
め
つ
ゝ
と
ふ
人
も
な
し

　
　
　

秋
不
留
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㉖
お
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
秋
やの

あ
さ
ぢ
原

　

露
は
霜
に
や
を
き
か
は
る
ら
ん

　
　

冬
六

　
　
　

山
館
冬
至

㉗
山
ざ
と
は
風
こ
そ
こ
と
に
は
げ
し
け
れ

　

冬
ため

くつ
け雲
ふ
の
し
る
べ
み
せ
つ
ゝ

　
　
　

落
葉
驚
夢

㉘
山
風
の
ね
や
の
板
間
に
音
そ
ひ
て

　

夢
お
ど
ろ
か
す
木
の
葉
ち
る
な
り

　
　
　

田
氷

㉙
か
り
残
す
水
の
深
田
の
を
し
ね
にも

やぞ

　

い
く
へ
氷
の
と下

に

と

づ

ら

ん

ぢ
か
さ
ぬ
ら
む

　
　
　

渕
水
鳥

㉚
あ
さ
き
瀬
は
う
き
ね
うう

か

べ

て

し
と
や
か
た
渕
に

　

あ羽
ぶ

き
ま
た
あ
つ
ま
る
を水

鳥
し
鴨
の
こ
ゑ

　
　
　

洛
初
雪

㉛
み
や
こ
に
は
け
さ
は
つ
雪
を
み
よ
し
の
ゝ

　

山
は
日
ご
と
や
ふ
り
つ
も
る
ら
ん

お
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
秋
の
あ
さ
ぢ
原

露
は
霜
に
や
を
き
か
は
る
ら
ん

　
　

冬
六

　
　
　

山
館
冬
至

山
ざ
と
は
風
こ
そ
こ
と
に
は
げ
し
け
れ

冬
め
く
雲
の
し
る
べ
み
せ
つ
ゝ

　
　
　

落
葉
驚
夢

山
風
の
ね
や
の
板
間
に
音
そ
ひ
て

夢
お
ど
ろ
か
す
木
の
葉
ち
る
な
り

　
　
　

田
氷

か
り
残
す
水
の
深
田
の
を
し
ね
も
や

い
く
へ
氷
の
うし

たち
に
と
づ
ら
ん

　
　
　

渕
水
鳥

あ
さ
き
瀬
は
う
き
ね
を
か
へ
て
か
た
渕
に

羽
ぶ
き
あ
つ
ま
る
水
鳥
の
こ
ゑ

　
　
　

洛
初
雪

み
や
こ
に
は
け
さ
は
つ
雪
を
み
よ
し
の
ゝ

山
は
日
ご
と
や
ふ
り
つ
も
る
ら
ん

お
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
秋
の
あ
さ
ぢ
原

露
は
霜
に
や
を
き
か
は
る
ら
ん

　
　

冬
六

　
　
　

山
館
冬
至

山
ざ
と
は
風
こ
そ
こ
と
に
は
げ
し
け
れ

冬
め
く
雲
の
し
る
べ
み
せ
つ
ゝ

　
　
　

落
葉
驚
夢

山
風
の
ね
や
の
板
間
に
音
そ
ひ
て

夢
お
ど
ろ
か
す
木
葉
ち
る
な
り

　
　
　

田
氷

か
り
残
す
水
の
深
田
の
を
し
ね
も
や

い
く
へ
氷
の
し
た
に
と
づ
ら
ん

　
　
　

渕
水
鳥

あ
さ
き
瀬
は
う
き
ね
を
か
へ
て
か
た
渕
に

羽
ふ
き
あ
つ
ま
る
水
鳥
の
こ
ゑ

　
　
　

洛
初
雪

み
や
こ
に
は
け
さ
は
つ
ゆ
き
を
み
よ
し
の
ゝ

山
は
日
ご
と
や
ふ
り
つ
も
る
ら
ん
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市
歳
暮

32
○ゆ
くと

し
も
は
や
け
ふ
を
か
ぎ
り
と
暮家
ふ〳
か〵
くに

　

はつ

か

ね

を

き

ら
ひ
か
ね
た
る
袖
の
市
柴

＼
と
し
な
み
の
よ
り
く
る
す
ゑ
は
す
み
の
江
や
あ
さ
い

ち
人
の
袖
つ
ど
ふ
ら
ん

　
　

恋
十

　
　
　

寄
名
所
山
恋

33
こあ

さ

は

か

に

ひ
よ
は
り
色

あ
だ
人
は

にこ

そ

も

あ

れ

出
に
け
り
忍
ぶ
や
ま

　

忍
ぶ
る
か
ひ
もの

な

に

か

あ

る

ら

ん

あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
あ
ら
ぬ
た
も
と
は

＼
忍
ぶ
る
か
ひ
も
な
き
袖
の
露

　
　
　

寄
名
所
岡
恋

34
お
も
ふ
色
も
よ
そ
に
や
み
え
ん
水
く
き
の

　

岡
の
梢
も
も
み
ぢ
し
に
け
り

　
　
　

〻
〻
〻
浦
〻

35
あ
ふ
こ
と
は
か
た
田
の
浦
に
よ
る
波
の

　

あ
だ
し
ち
ぎ
り
も
お
も
ひ
絶
め
や

　
　
　

〻
〻
〻
滝
〻

36
わ
が
袖
に
お
つ
る
涙
は
音
な
し
の

　
　
　

市
歳
暮

と
し
な
み
の
よ
り
く
る
す
ゑ
は
す
み
の
江
や

あ
さ
い
ち
人
の
袖
つ
ど
ふ
ら
ん

　
　

恋
十

　
　
　

寄
名
所
山
恋

あ
だ
に
し
も
色
に
い
で
に
け
り
忍
ぶ
山

し
の
ぶ
る
か
ひ
も
な
き
袖
の
露

　
　
　

寄
名
所
岡
恋

思
ふ
色
も
よ
そ
に
や
み
え
む
水
く
き
の

岡
の
梢
も
も
み
ぢ
し
に
け
り

　
　
　

〻
〻
〻
浦
〻

あ
ふ
こ
と
は
か
た
田
の
浦
に
よ
る
波
の

あ
だ
し
ち
ぎ
り
も
お
も
ひ
絶
め
や

　
　
　

〻
〻
〻
滝
〻

わ
が
袖
に
お
つ
る
涙
は
を
と
な
し
の

　
　
　

市
歳
暮

と
し
な
み
の
よ
り
く
る
す
ゑ
は
す
み
の
江
や

あ
さ
い
ち
人
の
袖
つ
ど
ふ
ら
ん

　
　

恋
十

　
　
　

寄
名
所
山
恋

あ
だ
に
し
も
色
に
い
で
に
け
り
し
の
ぶ
や
ま

し
の
ぶ
る
か
ひ
も
な
き
袖
の
つ
ゆ

　
　
　

寄
名
所
岡
恋

思
ふ
色
も
よ
そ
に
や
み
え
ん
水
ぐ
き
の

岡
の
梢
も
も
み
ぢ
し
に
け
り

　
　
　

寄
名
所
浦
恋

あ
ふ
こ
と
は
か
た
田
の
う
ら
に
よ
る
な
み
の

あ
だ
し
ち
ぎ
り
も
お
も
ひ
絶
め
や

　
　
　

寄
名
所
滝
恋

わ
が
袖
に
お
つ
る
な
み
だ
は
を
と
な
し
の
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た
き
と
や
人
の
さ
ぞ
な
み
る
ら
ん

　
　
　

〻
〻
〻
川
〻

37
も
ろ
と
に
い
く
た
の
河
の
あ
さ
か
ら
ず

　

お
も
ひ
し
づ
み
し
身
ぞ
哀
な
る

　
　
　

〻
〻
〻
橋
〻

38
契
を
き
て
ま
た
る
ゝ
閨
の
更
る
よ
は

　

さ
な
が
ら
胸
も
と
ゞ
ろ
き
の
橋

　
　
　

〻
〻
〻
里
〻

39
う
づ
ら
と
も
成
て
ふ
さ
ば
や
ふ
か
草
の

　

里
に
わ
が
お
も
ふ
人
し
あ
る
に
は

　
　
　

〻
〻
〻
杜
〻

40
つ
れ
な
く
て
月
日
へ
に
け
り
い
つ
ま
で
か

　

あ
は
で
の
も
り
の
露
に
ぬ
れ
ま
し

　
　
　

〻
〻
〻
湊
〻

41
せ
き＼

う
ら
み
ゆ
へ

あ
へ
ぬ
袖
の
涙
は
み
な
と
河

　

うあ

さ

は

か

に

な

る

中
ぞ

あ

や

な

き

ら
み
は
て
こ
し
中
と
な
り
つ
ゝ

　
　
　

〻
〻
〻
浜
〻

42
風
の
音
も
た
か
し
の
浜
の
夕
浪
の

た
き
と
や
人
の
さ
ぞ
な
み
る
ら
ん

　
　
　

〻
〻
〻
川
〻

も
ろ
と
に
い
く
田
の
川
の
浅
か
ら
ず

お
も
ひ
し
づ
み
し
身
ぞハ

あ
や
な
し
な

哀
な
る

　
　
　

〻
〻
〻
橋
〻

契ま
ち
わ
び
て
ふ
け
わ
た
る
よ
の
さ
む
し
ろ
に

を
き
て
ま
た
る
ゝ
と
こ
の
更
る
夜
は

さ
な
が
ら
胸
も
と
ゞ
ろ
き
の
橋

　
　
　

〻
〻
〻
里
〻

う
づ
ら
と
も
成
て
ふ
さ
ば
や
深
草
の

里
に
わ
が
お
も
ふ
人
を
きこ

ふく
と
て

　
　
　

〻
〻
〻
杜
〻

つ
れ
な
く
て
月
日
へ
に
け
り
い
つ
ま
で
か

あ
は
で
の
も
り
の
露
に
ぬ
れ
ま
し

　
　
　

〻
〻
〻
湊
〻

う
ら
み
ゆこ

しへ
袖
のに

な
み
こ
す

涙
は
み
な
と
川

あつ
ゐ
の
よ
る
べ
も
た
の
み
す
く
な
き

さ
は
か
に
な
る
中
そ
あ
や
な
き

　
　
　

〻
〻
〻
浜
〻

風
の
音
も
た
か
し
の
浜
の
夕
波
の

た
き
と
や
人
の
さ
ぞ
な
み
る
ら
ん

　
　
　

寄
名
所
川
恋

も
ろ
と
に
い
く
田
の
川
の
あ
さ
か
ら
ず

お
も
ひ
し
づ
み
し
身
は
あ
や
な
し
な

　
　
　

寄
名
所
橋
恋

ま
ち
わ
び
て
ふ
け
わ
た
る
よ
の
さ
む
し
ろ
に

さ
な
が
ら
む
ね
も
と
ゞ
ろ
き
の
橋

　
　
　

寄
名
所
里
恋

う
づ
ら
と
も
成
て
ふ
さ
ば
や
ふ
か
く
さ
の

里
に
わ
が
お
も
ふ
人
を
こ
ふ
と
て

　
　
　

寄
名
所
杜
恋

つ
れ
な
く
て
月
日
へ
に
け
り
い
つ
ま
で
か

あ
は
で
の
も
り
の
露
に
ぬ
れ
ま
し

　
　
　

寄
名
所
湊
恋

う
ら
み
こ
し
袖
に
な
み
こ
す
み
な
と
川

つ
ゐ
の
よ
る
べ
も
た
の
み
す
く
な
き

　
　
　

寄
名
所
浜
恋

風
の
音
も
た
か
し
の
浜
の
ゆ
ふ
な
み
の
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よ
る
〳
〵
か
け
て
物
を
こ
そ
思
へ

　
　

雑
八

　
　
　

伊
勢

43
月
も
日
も
あ
ま
て
る
神
か
鈴
鹿
山

　

を
と
に
き
こ
え
し
昔
を
ぞ
思
ふ

　
　
　

石
清
水

44
お
と
こ
山
さ
か
ゆ
く
か
げ
の
石
清
水

　

に
ご
ら
ぬ
神
の
心
を
ぞ
し
る

　
　
　

玉
津
嶋
明
神

45
こ
と
の
は
の
道
を
ぞ
み
が
く
玉
津
嶋

　

神
の
め
ぐ
み
や
た
の
み
き
ぬ
ら
ん

　
　
　

山
家
猿

46
わ
が
庵
は
杉
た
つ
山
の
暮
ご
と
を

　

と
も
な
ひ
が
ほ
の
む
ら
猿
の
こ
ゑ

　
　
　

羇
旅

47
入
海
に
か
け
を
く
舟
は
し
ほ
時
を

　

う
つ
さ
じ
と
し
も
つ
な
で
を
ぞ
と
く

　
　
　

寄
草
述
懐

よ
る
〳
〵
か
け
て
物
を
こ
そ
思
へ

　
　

雑
八

　
　
　

伊
勢

月
も
日
も
あ
ま
て
る
神
か
す
ゞ
か
山

をむ

か

し

に

こ

え

て

猶
あ

ふ

ぐ

ら

ん

と
に
き
こ
え
し
む
か
し
を
ぞ
思
ふ

　
　
　

石
清
水

男
山
さ
か
ゆ
く
か
げ
の
い
は
し
水

に
ご
ら
ぬ
世
々
の
た
め
し
成
け
り

　
　
　

玉
津
嶋
明
神

言
の
は
の
み
ち
を
ぞ
み
が
く
玉
津
嶋

神
の
め
ぐ
み
や
た
の
み
き
ぬ
ら
ん

　
　
　

山
家
猿

わ
が
庵
は
杉
た
つ
山
の
暮
ご
と
を

と
も
な
ひ
が
ほ
の
む
ら
猿
の
こ
ゑ

　
　
　

羇
旅

入
海
に
か
け
を
く
舩
は
し
ほ
時
を

う
つ
さ
じ
とと

て

や
し
も
縄
手
をと

く

ら

ん

ぞ
と
く

　
　
　

寄
草
述
懐

よ
る
〳
〵
か
け
て
物
を
こ
そ
思
へ

　
　

雑
八

　
　
　

伊
勢

月
も
日
も
あ
ま
て
る
神
か
す
ゞ
か
や
ま

む
か
し
に
こ
え
て
猶
あ
ふ
ぐ
ら
ん

　
　
　

石
清
水

男
山
さ
か
ゆ
く
か
げ
のぞ

い
は
し
み
づ

に
ご
ら
ぬ
世
々
の
た
め
し
成
け
る

　
　
　

玉
津
嶋
明
神

言
の
葉
の
み
ち
を
ぞ
み
が
く
玉
津
嶋

神
の
め
ぐ
み
や
た
の
み
き
ぬ
ら
ん

　
　
　

山
家
猿

わ
が
庵
は
杉
た
つ
山
の
く
れ
ご
と
を

と
も
な
ひ
が
ほ
の
む
ら
猿
の
こ
ゑ

　
　
　

羇
旅

入
う
み
に
か
け
を
く
舩
は
し
ほ
ど
き
を

う
つ
さ
じ
と
て
や
つ
な
で
と
く
ら
ん

　
　
　

寄
草
述
懐
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48
残
り
て
も
か
ひ
は
あ
ら
の
ゝ
冬
草
の

　

霜
を
い
た
ゞ
く
我
身
ひ
と
し
き

　
　
　

寄
夢
懐
旧

49
め
ぐ
る
こ
そ
た
ゞ
夢
の
間
の
月
日
な
れ

　

き
え
し
別
を
お
も
ひ
出
れ
ば

　
　
　

寄
世
祝

50
お
ほ
け
な
き
君
が
め
ぐ
み
の
な
を
き
世
に

　

む
ま
れ
あ
ふ
身
ぞ
い
と
も
か
し
こ
き

残
り
て
も
か
ひ
は
あ
ら
の
ゝ
冬
草
も

霜
を
い
た
ゞ
く
我
身
ひ
と
し
き

　
　
　

寄
夢
懐
旧

め
ぐ
る
こ
そ
た
ゞ
夢
の
間
の
月
日
な
れ

き
え
し
別
を
お
も
ひ
出
れ
ば

　
　
　

寄
世
祝

お
ほ
け
な
き
君
が
め
ぐ
み
の
な
を
き
世
に

む
ま
れ
あ
ふ
身
ぞ
い
と
も
か
し
こ
き

　
　

い
か
や
う
に
も
被
加（

マ
マ
）

　

御
詞
候
様
ニ

　
　

御
申
奉
頼
候
。
其
以
後
清
書
可
仕
候
。

の
こ
り
て
も
か
ひ
は
あ
ら
の
ゝ
冬
く
さ
も

霜
を
い
た
ゞ
く
我
身
ひ
と
し
き

　
　
　

寄
夢
懐
旧

め
ぐ
る
こ
そ
た
ゞ
夢
の
間
の
月
日
な
れ

き
え
し
別
を
お
も
ひ
出
れ
ば

　
　
　

寄
世
祝

お
ほ
け
な
き
君
が
め
ぐ
み
の
な
を
き
世
に

む
ま
れ
あ
ふ
身
ぞ
い
と
も
か
し
こ
き

（
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」59127

の
貼
紙
の
下
の
文
字
）

　
　
　

河
辺
柳

春
風
の
あ
や
を
る
水
の
川
ぎ
し
に
た
ち
枝
の
う
め
の
か
げ
ぞ
う
つ
ろ
ふ

さ
く
花
の

白
妙
の

④
川
岸風
の
梅あ

や

を

る

水
に

う

す

く

こ

き

の
し
づ
え
の
う
つ
ろ
へ
ば　

底色
に

う

つ

ろ

ふ

く

れ

な

ゐ

の

梅

に
し
ら
あ
は
の
し
づ
む
と
ぞ
み
る
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春
夜

さ
ゝ

＼
草
枕
い
よ
ゝ
み
じ
か
き
春
の
夜
は
ふ
し
も
あ
へ
ぬ
に

⑤
草 そ

ば
だ
つ
る
ま
く
ら
と
も

枕
む
す
ぶ
ま
も
な
き
春
の
よ
の
み
じ＼

は
て
ぬ

か
き
夢

み
じ
か
き
夢
ぞ
む
す
ぶ
ま
は
な
き

のい
づ
ち
さ
め
け
ん
 

お＼
さ
め
て
か
な
し
き

し
き
い
に
し
へ

　
　
　

樵
路
躑
躅

⑩
心＼
春
も
は
や
く
れ
な
ゐ
そ
む
る
岩
つ
ゞ
じ

な
き
た
き
ゞ
の
袖
の
か
へ
る
さ
は
日み

ね
の
木
こ
り
の
か
へ
る
こ
の
山

も
く
れ
な
ゐ
の
岩
つ
ゞ
じ
哉

袖
の

袖
は
木
こ
り
の
か
へ
る
山
道

　
　
　

竹
亭
夏
来

⑪
風
の
音
も
い
つ
し
か
夏
の
は
山
ま
で
みお

な
じ
み
ど
り
の

な
な
よ　

竹
の
か下
庵げ

そ
ふ
る
宿

　
　
　

夏
草

を
ち
こ
ち
の

⑮
み色

々

に

る
ま
ゝ
に
春
さみ

しく
花
のも

し色
な
〳
〵
□
ひ
と
つ
色に

し
げ
る
野
べ
の

な
る
庭
の
夏
草

　
　
　

簷
下
荻

⑰
夢秋
風
の

音
を

夜
床
に

さ
そ
ふ
風
の
行
ゑ
は
し
き
た
へ
の
ま
く
ら
に目

さ

ま

す

か
へ
る
軒
の
し
た
荻

　
　
　

萩
半
綻

ひ
ま
み
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

さ

き

け

り

⑱
真小

萩
原
ま
が
き
を
こ
え
て
お
な
じ
枝
に
ま
だ
き
色
な
る
花
も
こ
そ
さ
け
 

萩
は
ら
籬き

り

の

籬
に

の
ひ
ま
に
かか

く

ろ

ひ

て

つ
み
え
て
か
た
枝
さや

花
の

色
に

さ

く

ら

ん

き
こ
す
花
ぞ
色
な
る

　
　
　

秋
不
留

㉖
ゆお

し
め
ど
も

く
秋
や
と
ま
ら
ざぬ

秋
の

し

る

べ

と

や

る
ら
ん
し
の
べ
ど
も
あ露

も

霜
に

や

を

き

か

は

る

□

□

さ
ぢ
が
は
ら
に
き
ゆ
る
露
□
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【
翻
刻
Ⅱ
】

１
早
春

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59127
）

　
　
　
　

早
春

空＼
ま
き
あ
ぐ
る
す
だ
れ
に
春
の
風

は
ま
だ
霞
も
あ
へ
ず
春
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

Ｂ　
「
後
陽
成
天
皇
宸
翰
御
消
息
」
（
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
）

　
　
　
　

早
春

新
古
今
空
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
く
も
る
春
の
夜
の
月　

後
京
極

こ
れ
を
本
哥
候
や
。
あ
ま
り
其
ま
ゝ
の
や
う
に

覚
お
ぼ
え

候
ま
ゝ
、
け
い
こ
の
た
め
尋
申
候
。

Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　
　
　

早
春　

空
は
ま
だ
霞
も
あ
へ
ず
春
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
し
ら
雪

新
古
今
空
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
く
も
る
春
の
夜
の
月　

後
京
極

是
を
本
歌
候
哉
。
あ
ま
り
其
ま
ゝ
の
や
う
に
お
ぼ
え
候
ま
ゝ
、
け
い
こ
の
た
め
尋
申
候
。

　
　
　

落
葉
驚
夢

㉘
木
の
は
ち
る
ね
や
の
板
間
に
音
たそ

ひ

て
て
ゝ
夢
お
ど
ろ
か
す
山
風
ぞ
ふ
く

　
　
　

田
氷

㉙
むか

り

は

ら

ふ

山
田
の

は

ら

の

ら
鳥
の
む
れ
ゐ
る
小
田
の
水
辺稲

ぐ
きに

も
あ水

が

く

れ

な

が

ら

さ
り
が
た
し
や
氷
と
ぢ
つ
ゝ
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仰
尤
存
候
。
上
の
句
等
類
に
可
罷
成
候
哉
。

　

ま
き
あ
ぐ
る
簾
に
春
の
風
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
し
ら
雪

如
此
直
申
候
は
ゞ
、
等
類
に
は
不
可
成
申
候
歟
。

Ｄ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32963

、
『
宸
翰
英
華
』
五
七
〇
）

一　

空
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
く
も
る
春
の
夜
の
月

　

空
は
ま
だ
か
す
み
も
あ
へ
ず
風
さ
え
て
、
是
は
等
類
と
は
不
申
候
。
吟
か
よ
ひ
候
故
、
其
侭
の
や
う
に
候
は
ん
歟
と
の
申
事
に
て
候
。

愚
詠
を
隠
密
に
て
幽
斎
に
批
判
さ
せ
申
候
時
、
愚
詠
に
、

　
　

芳
野
山
花
さ
く
比
の
朝
な
〳
〵
立
こ
そ
ま
さ
れ
峯
の
白
雲

と
候
を
、

　

小
倉
山
し
ぐ
る
ゝ
比
の
朝
な
〳
〵
昨
日
は
薄
き
四
方
の
紅
葉
々

と
候
制
詞
の
あ
る
名
哥
に
吟
か
よ
ひ
候
故
、
あ
し
く
候
由
申
候
を
、
各
又
尤
の
由
穿
鑿
候
つ
る
。
道
具
詞
の
か
は
り
た
る
斗
に
て
、
其

侭
に
聞
え
候
。
又
、

　

茅
葉
屋
破
神
代
も
き
か
ず
立
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゝ
る
と
は

　

時
雨
に
は
た
つ
た
の
川
も
染
に
け
り
か
ら
紅
に
木
葉
く
ゝ
れ
り
在
原
友
于

是
を
、
を
ぢ
が
う
た
を
ぬ
す
み
取
事
遺
恨
也
と
秘
抄
共
に
み
え
候
。
友
于
は
在
原
行
平
息
に
て
、
業
平
た
め
に
は
を
ひ
に
て
候
。
是
等

も
詞
の
置
所
も
ち
が
ひ
候
へ
共
、
心
と
吟
と
同
物
故
に
て
候
歟
。

Ｅ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

一　

空
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
く
も
る
春
の
夜
の
月
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空
は
ま
だ
か
す
み
も
あ
へ
ず
風春
さ
え
て
。
是
は
等
類
と
は
不
申
候
。

★吟
か
よ
ひ
候
故
、
其
侭
の
や
う
に
候
は
ん
歟
と
の
申
事
に
て
候
。

愚
詠
を
隠
密
に
幽
斎
に
批
判
さ
せ
申
候
時
、
愚
詠
に
、

　

芳
野
山
花
さ
く
比
の
朝
な
〳
〵
立
こ
そ
ま
さ
れ
嶺
の
し
ら
雲

峯
の
白
雲
と
候
を
、

　

小
倉
山
し
ぐ
る
ゝ
比
の
朝
な
〳
〵
昨
日
は
薄
き
四
方
の
紅
葉
々

と
候
制
詞
の
あ
る
名
哥
に
吟
か
よ
ひ
候
故
、
あ
し
く
候
由
申
候
を
、
各
又
尤
の
由
穿
鑿
候
つ
る
。
道
具
詞
の
か
は
り
た
る
斗
に
て
其
侭

に
聞
え
候
。
又
、

　

茅
葉
屋
破
神
代
も
き
か
ず
立
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゝ
る
と
は

　

時
雨
に
は
た
つ
た
の
川
も
染
に
け
り
か
ら
紅
に
木
葉
く
ゝ
れ
り
在
原
友
于

是
を
、
を
ぢ
う
た
を
ぬ
す
み
取
事
遺
恨
也
と
、
秘
抄
共
に
み
え
候
。
友
于
は
在
原
行
平
息
に
て
、
業
平
た
め
に
は
を
ひ
に
て
候
。
是
等

も
詞
の
置
所
も
ち
が
ひ
候
へ
共
、
心
と
吟
と
同
物
故
に
て
歟
。

（
★
の
箇
所
か
ら
記
す
）
上
句
似
申
候
、
尤
存
候
間
、
改
申
候
。
此
段
は
忘
却
仕
申
候
キ
。
右
に
可
申
上
候
。

　

ま
き
あ
ぐ
る
簾
に
春
の
風
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

詠
哥
大
概
に
も
、
以
四
季
哥
詠
恋
雑
哥
―
―
―
―
、
如
此
掟
に
候
へ
ば
御
製
も
不
可
有
巨
難
候
歟
。

（
★
★
の
箇
所
に
記
す
）
此
段
は
尤
存
候
。

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

　
　
　
　

早
春

空
は
ま
だ
か
す
み
も
あ
え
ず
春
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
み
ね
の
し
ら
雪　
　

龍
山

★
★
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そ
ら
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
雪
げ
に
く
も
る
春
の
夜
の
月　
　

後
京
極

是
を
本
哥
候
哉
。
あ
ま
り
そ
の
ま
ゝ
の
や
う
に
お
ぼ
え
候
ま
ま
け
い
こ
の
た
め
た
づ
ね
申
候
。

あ
る
御
か
た
の
御
ふ
し
ん
に
て
候
。
御
返
事
ニ
、
仰
尤
存
候
。
等
類
に
可
罷
成
候
歟
。
然
者
、

　

ま
き
あ
ぐ
る
す
だ
れ
に
春
の
風
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

如
此
あ
ら
た
め
可
申
候
歟
。

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59126

）

　
　
　
　

早
春

捲
あ
ぐ
る
簾
に
春
の
風
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

　
　
　
　

早
春　
　
　
　
　

龍
山

捲
あ
ぐ
る
簾
に
春
の
風
さ
え
て
こ
ぞ
の
ま
ゝ
な
る
嶺
の
白
雪

２
氷
解

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59127

）

　
　
　
　

氷
解

　

＼
岩
た
ゝ
む
み
ぎ
り
の
い
け
の
あ
さ
ひ
か
げ
と
こ
ろ
〴
〵
や
こ
ほ
り
と
く
ら
ん

　

日
影
さ
す
砌
の
池
の
岩
間
よ
り
と
く
や
氷
を
く
だ
く
玉
水

Ｂ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32962

、
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
）
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氷
解と

く

　

玉
水
は
軒
の
玉
水
、
雪
の
玉
水
、
井
手
の
玉
水
な
ど
ゝ
か
く
ご
申
候
。
た
ゞ
玉
水
と
ば
か
り
は
い
か
や
う
の
事
候
や
。

Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　
　
　

氷
解

　

玉
水
は
軒
の
玉
水
、
井
手
の
玉
水
な
ど
ゝ
覚
悟
申
候
。
た
ゞ
玉
水
と
ば
か
り
は
い
か
や
う
の
事
候
や
。

　
　
　
　

新
古
今
に
、
玉
水
を
手
に
む
す
び
て
も
こ
ゝ
ろ
み
ん
ぬ
る
ゝ
は
石
の
な
か
も
た
の
ま
じ

　
　
　

称
名
院
哥
に
、
春
浅
き
野
沢
の
草
の
下
も
え
に
う
へ
は
氷
の
く
だ
く
玉
水

Ｄ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32963
、
『
宸
翰
英
華
』
五
七
〇
）

　

一　

先
度
承
候
玉
水
の
義
、
称
名
院
哥
は
何
と
申
た
る
義
に
て
候
哉
。
先
輩
も
わ
ろ
く
し
候
へ
ば
、
誤
候
事
儘
あ
る
事
に
て
候
。
を
か

し
き
事
な
が
ら
、
玉
水
を
氷
ば
か
り
に
て
、
昨
今
愚
詠
に
、

　

と
け
初
る
巌
の
つ
ら
ゝ
た
え
〴
〵
に
苔
の
み
ど
り
を
つ
た
ふ
玉
水

此
分
者
い
か
ゞ
候
は
ん
哉
。
添
削
憑
入
候
、
是
も
爲
二

稽
古
一

に
て
候
故
、
度
〳
〵
尋
申
候
。
く
だ
く
玉
水
と
は
義
理
得
心
申
か
ね
候
ま
ゝ
、

委
曲
承
度
候
。

Ｅ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　

一　

先
度
承
候
玉
水
の
義
、
称
名
院
哥
は
何
と
申
た
る
儀
に
て
候
哉
。
先
輩
も
わ
ろ
く
し
候
へ
ば
、
誤
候
事
儘
あ
る
事
に
て
候
。
を
か

し
き
事
な
が
ら
玉
水
を
氷
ば
か
り
に
て
、
昨
今
愚
詠
に
、

　

と
け
初
る
巌
の
つ
ら
ゝ
た
え
〴
〵
に
苔
の
み
ど
り
を
つ
た
ふ
玉
水

此
分
は
い
か
ゞ
候
は
ん
哉
。
添
削
憑
入
候
。
是
も
為
稽
古
に
て
候
故
、
度
〳
〵
尋
申
候
。

★く
だ
く
玉
水
と
は
義
理
得
心
申
か
ね
候
ま
ゝ
、
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委
曲
承
度
候
。

　
　
　
　
（
★
の
箇
所
に
記
す
）
尤
殊
勝
奉
存
候
。

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

　
　
　
　

氷
解

　

日
影
さ
す
み
ぎ
り
の
池
の
岩
間
よ
り
と
く
や
こ
ほ
り
を
く
だ
く
玉
水　
　
　

龍
山

玉
水
は
軒
の
玉
水
、
井
手
の
玉
水
な
ど
ゝ
覚
悟
申
候
。
た
ゞ
玉
水
と
ば
か
り
は
、
い
か
や
う
の
事
候
や
。

仰
尤
存
候
。
ま
へ
〳
〵
も
如
仰
せ
ん
さ
く
仕
候
や
か
ら
ど
も
御
座
候
つ
る
。
さ
り
な
が
ら
称
名
院
仍
覚
哥
に
、

　
　

春
あ
さ
き
野
ざ
は
の
く
さ
の
し
た
も
え
に
う
へ
は
こ
ほ
り
の
く
だ
く
玉
水

又
こ
と
さ
ら
新
古
今
集
に

　
　

玉
水
を
て
に
む
す
び
て
も
こ
ゝ
ろ
み
ん
ぬ
る
く
は
い
し
の
中
も
た
の
ま
じ

如
此
御
座
候
へ
ば
、
玉
水
と
ば
か
り
の
證
哥
に
可
成
申
候
歟
。
さ
れ
ど
も
愚
詠
を
あ
ら
た
め
申
候
。

　
　

岩
た
ゝ
む
み
ぎ
り
の
い
け
の
朝
日
影
と
こ
ろ
〴
〵
や
こ
ほ
り
と
く
ら
む

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59126

）

　
　
　
　

氷
解

岩
た
ゝ
む
砌
の
池
の
朝
日
影
と
こ
ろ
〴
〵
や
氷
と
く
ら
む

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

　
　
　
　

氷
解

岩
た
ゝ
む
み
ぎ
り
の
池
の
あ
さ
日
か
げ
と
こ
ろ
〴
〵
や
氷
と
く
ら
ん
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３
嶋
霞

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59127

）

　
　
　
　

嶋
霞

奥
津
風
霞＼

を
は
ら
ふ

吹
と
く
波
の
上
に
う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
嶋
山

Ｂ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32962

、
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
）

　
　
　
　

嶋
霞

霞
吹
と
く
の
と
こ
ろ
、

　

春
風
の
霞
吹
と
く
た
え
ま
よ
り
み
だ
れ
て
な
び
く
青
柳
の
い
と

三
光
院
説
に
、
名
歌
は
一
句
も
同
じ
を
き
所
は
あ
し
き
よ
し
申
候
と
き
ゝ
を
よ
び
候
。
た
ゞ
し
惠
雲
院
な
ど
は
い
か
ゞ
候
つ
る
や
。

Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　
　
　

嶋
霞　

朝おき
つ
か
ぜ風
の
霞
吹
と
く
波
のま
よ
り
う
へ
に
う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
し
ま
山

　

霞
吹
と
く
の
と
こ
ろ
、
春
風
の
霞
吹
と
く
た
え
ま
よ
り
み
だ
れ
て
な
び
く
青
柳
の
い
と
、
三
光
院
説
ニ

名
哥
は
一
句
も
お
な
じ
を
き
所
は

あ
し
き
よ
し
申
候
と
聞
及
候
。
た
ゞ
し
惠
雲
院
な
ど
は
い
か
ゞ
候
つ
る
や
。

　
　
　
　

称
名
院
哥
に
、
今
朝
の
あ
さ
け
霞
吹
と
く
春
風
に
み
さ
ほ
の
松
も
色
ま
さ
り
け
り

　
　

如
此
候
へ
ば
三
光
院
の
説
ふ
し
ん
に
存
候
。
十
代
集
に
も
、
天
の
原
霞
吹
と
く
春
風
に
月
の
か
つ
ら
も
花
の
か
ぞ
す
る

Ｄ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32963

、
『
宸
翰
英
華
』
五
七
〇
）

一　

霞
吹
と
く
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此
義
度
々
御
指
南
祝
着
申
候
。
先
度
女
御
迄
申
候
つ
る
事
い
か
ゞ
届
申
候
哉
。
制
詞
歌
五
十
四
五
首
は
空
に
如
レ

形
覚
申
候
。
霞
吹
と
く

を
制
詞
に
て
候
と
は
不
申
候
つ
る
。

　

春
風
の
か
す
み
吹
と
く
絶
ま
よ
り
み
だ
れ
て
靡
く
青
柳
の
い
と

此
み
だ
れ
て
な
び
く
制
詞
に
て
候
。
然
者
制
詞
の
あ
る
哥
は
い
づ
れ
も
名
哥
に
て
候
故
、
同
者
同
じ
置
所
又
同
じ
つ
ゞ
け
様
に
用
捨
肝
要

か
と
申
候
義
に
て
候
。
喩
ば
第
四
の
句
に
ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
、
又
五
文
字
に
秋
の
露
や
、
こ
れ
ら
の
た
ぐ
ひ
数
多
御
入
候
歟
。
是
等
皆
制

詞
に
て
は
候
は
ね
共
、
同
じ
置
所
嫌
申
候
哉
。
た
ゞ
霞
ふ
き
と
く
と
の
詞
者
常
に
う
た
連
哥
に
あ
る
事
に
て
候
。
仍
覺
歌
は
殷
富
門
院
大

輔
が
哥
を
本
哥
に
し
て
詠
候
様
に
分
別
申
候
。
本
哥
に
取
候
時
は
同
じ
を
き
所
は
常
の
御
事
候
哉
。
春
風
を
興
津
風
と
被
改
候
故
に
、
心

詞
吟
此
三
つ
か
よ
ひ
候
て
、
同
様
に
を
ろ
か
な
る
耳
に
聞
え
候
を
、
為
二

稽
古
一

尋
申
候
つ
る
。

一　

取
古
哥
詠
新
哥
事
、
是
は
詠
哥
之
大
概
の
抄
に
て
大
方
得
心
申
候
。
源
氏
物
語
に
も
あ
る
義
に
て
候
。

Ｅ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

一　

霞
吹
と
く

　

此
義
度
々
御
指
南
祝
着
申
候
。
先
度
女
御
迄ま

で

申
つ
る
事
い
か
ゞ
届
申
候
哉
。
制
詞
哥
五
十
四
五
首
は
空
に
如
形
覺
申
候
。
霞
吹
と
く
を

制
詞
に
て
候
と
は
不
申
候
つ
る
。
春
風
の
か
す
み
吹
と
く
絶
ま
よ
り
み
だ
れ
て
靡な

ひ
くく

青
柳
の
い
と
、
此
み
だ
れ
て
な
び
く
、
制
詞
に
て
候
。

然
者
制
詞
の
あ
る
哥
は
い
づ
れ
も
名
哥
に
て
候
故
同
者
同
し
置を

き
所
に

所
又
同
じ
つ
ゞ
け
様や

う
にに
用
捨
肝
要
か
と
申
候
義
に
て
候
。
喩
ば
第
四
の
句

に
ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
、
又
五
文
字
に
秋
の
露
や
、
こ
れ
の
た
ぐ
ひ
数
多
御
入
候
歟
。
是
等
皆
制
詞
に
て
は
候
は
ね
共
、
同
じ
置
所
嫌
申
候
哉
。

た
ゞ

霞
か
す
み

ふ
き
と
く
と
の
詞
は
常
に
う
た
連
哥
に
あ
る
事
に
て
候
。
仍
覚
哥
は
殷
富
門
院
大
輔
が
哥
を
本
哥
に
し
て
詠
候
様
に
分
別
申
候
。

本
哥
に
取
候
時
は
同
じ
を
き
所
は
常
の
事
候
哉
。
春
風
を
奥
津
風
と
被
改
候
故
に
、
心
詞
吟
此
三
つ
か
よ
ひ
候
て
同
様
ニ
を
ろ
か
な
る
耳

に
聞
之
を
、
為
稽
古に

尋
申
候
つ
る
。
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一　

取
古
哥
詠
新
哥
事
、
是
は
詠
哥
之
大
概
の
抄
に
て
大
方
得
心
申
候
。
源
氏
物
語
に
も
あ
る
義
に
て
候
。

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

　
　
　
　

嶋
霞

お二
き
一
あ
さ
風
の

つ
か
ぜ
せ
か
す
み
ふ
き
と
く
波
の
上
に
う
か
び
い
で
た
る
あ
は
ぢ
し
ま
山　
　

龍
山

　
　

仰
御
ふ
し
ん
に　

霞
ふ
き
と
く
の
所

新
古
今
春
風
の
か
す
み
ふ
き
と
く
た
え
ま
よ
り
み
だ
れ
て
な
び
く
青
柳
の
糸

　
　

三
光
院
説
に
、
名
哥
は
一
句
も
お
な
じ
所
は
あ
し
き
よ
し
申
候
と
及

（
マ
マ
）
聞
候
。
た
ゞ
し
惠
雲
院
な
ど
は
い
か
ゞ
候
つ
る
や
。

　
　
　
　

称
名
院
哥
に
松
有
春
色
と
云
題
に
て

　
　
　
　

け
さ
の
あ
さ
け
か
す
み
ふ
き
と
く
春
風
に
み
さ
ほ
の
ま
つ
も
色
ま
さ
り
け
り　
　
　

仍
覚

　
　

如
此
御
座
候
へ
ば
三
光
院
の
説
ふ誰人
申
候
哉

し

ん
に
存
候
。
惠
雲
院
も
何
と
も
不
申
聞
候
。
其
上
十
代
集
春
部
の
内
に

　
　
　
　

あ
ま
の
は
ら
か
す
み
ふ
き
と
く
春
風
に
月
の
か
つ
ら
も
花
の
か
ぞ
す
る

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59126

）

　
　
　
　

嶋
霞

奥
津
か
ぜ
霞
を
は
ら
ふ
浪
間
よ
り
う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
嶋
山

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

　
　
　
　

嶋
霞

奥
津
か
ぜ
か
す
み
を
は
ら
ふ
浪
間
よ
り
う
か
び
出
た
る
あ
は
ぢ
し
ま
山
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４
河
辺
梅

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59127

）

　
　
　
　

河
辺
梅

川＼

二
あ
ひ
の
あ
や
を
る

水
と
み
つ
る

哉

風
の
岸
う
つ
な
み
の
く
づ
れ
に
も
ねた

ち

枝
の

梅
の

う

つ

る

川
ぎ

し

ざ
し
は
な
れ
ず
匂
ふ
梅
か
枝

Ｂ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32962

、
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
）

　
　
　
　

河
辺
梅

く
づ
れ
と
申
候
詞
、

論ろ
ん
ご語

と
く
し
よ
の
時
、
國く

に
分
崩ほ

う
と
候
と
こ
ろ
、
國

く
に
ぶ
ん
分
と
ば
か
り
を
し
へ
申
候
。
こ
れ
は
天
子
崩ほ

う
御
の
崩
の
字
さ
け
候
ゆ
へ
候
や
。
さ
る
に

よ
り
て
、
う
た
連
哥
に
も
、
く
づ
る
ゝ
と
い
ふ
詞
よ
う
し
や
と
聞
を
よ
び
候
、
い
か
ゞ
。

Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　
　
　

河
辺
梅

く
づ
れ
と
申
候
詞
、
論
語
と
く
し
よ
の
時
国く

に

分
崩ほ

うと
候
と
こ
ろ
国

く
に
ふ
ん
分
と
ば
か
り
を
し
へ
申
候
。
こ
れ
は
天
子
崩ほ

う

御
の
崩
の
字
さ
け
候
故

候
や
。
さ
る
に
よ
り
て
哥
連
歌
に
も
く
づ
る
ゝ
と
い
ふ
詞
よ
う
し
や
と
聞
及
候
、
い
か
ゞ
。

　
　
　
　

拾
遺
集
七　

神
な
び
の
み
む
ろ
の
き
し
や
く
づ
る
ら
ん
た
つ
た
の
川
の
水
の
に
ご
れ
る

Ｄ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32963

、
『
宸
翰
英
華
』
五
七
〇
）

一　

崩
る
と
候
詞
の
事

　
　

神
な
び
の
三
室
の
岸
や
崩
る
ら
ん
龍
田
の
川
の
水
の
に
ご
れ
る

勿
論
此
哥
、
集
に
入
申
候
へ
ど
も
、
公
宴
の
哥
に
く
づ
る
ゝ
と
よ
み
候
證
哥
承
度
候
と
の
義
に
て
候
。
承
候
条
々
、
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一　

家
の
く
づ
る
ゝ
、
一　

壁
の
く
づ
る
ゝ
、
一　

垣
の
く
づ
る
ゝ
、
一　

岸
の
く
づ
る
ゝ
、
此
四
つ
の
外
に
常
に
く
づ
れ
魚
梁
、
連
哥

に
ま
ゝ
御
入
候
へ
ど
も
、
禁
中
に
て
の
懐
紙
に
く
づ
る
ゝ
と
候
事
い
ま
だ
見
当
不
申
候
歟
、
い
か
ゞ
。

Ｅ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

一　

崩
る
と
候
詞
の
事

　
　

神
な
び
の
三
室
の
岸
や
崩
る
ら
ん
龍
田
の
川
の
水
の
に
ご
れ
る

勿
論
此
哥
集
に
入
申
候
へ
ど
も
、
公
宴
の
哥
に
く
づ
る
ゝ
と
よ
み
候
證
哥
承
度
候
と
の
義
に
て
候
。
承
候
条
々

　
　
　
　

別
に
可
レ

申
子
細
、無
御
座
候
。
集
ニ
入
た
る
哥
共
は
禁
中
ニ
テ
ノ
御
穿
鑿
與
相
聞
申
候
。
兎
角
崩
の
字
尤
可
有
用
捨
事
無
是
非
候
。

一　

家
の
く
づ
る
ゝ
、
一　

壁
の
く
づ
る
ゝ
、
一　

垣
の
く
づ
る
ゝ
、
一　

岸
の
く
づ
る
ゝ
、
此
四
つ
の
外
に
常
に
く
づ
れ
魚
梁
、

連
哥
に
ま
ゝ
御
入
候
へ
ど
も
、
禁
中
に
て
の
懐
紙
に
く
づ
る
ゝ
と
候
事
い
ま
だ
見
当
不
申
候
歟
、
い
か
ゞ
。

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

　
　
　
　

河
辺
梅

川
か
ぜ
の
き
し
う
つ
な
み
の
く
づ
れ
に
も
ね
ざ
し
は
な
れ
ず
に
ほ
ふ
梅
が
枝　
　

龍
山

仰
ニ
く
づ
れ
と
申
候
詞
、
論
語
と
く
し
よ
の
時
、
国
分
崩
と
候
と
こ
ろ
、
国
分
と
ば
か
り
を
し
へ
申
候
。
こ
れ
は
天
子
崩
御
の
崩
の

字
さ
け
候
。
さ
る
に
よ
り
て
連
哥
に
も
哥
に
も
く
づ
る
ゝ
と
い
ふ
詞
よ
う
し
や
と
き
ゝ
を
よ
び
候
、
い
か
ゞ
。

尤
の
仰
、
こ
う
が
く
の
た
め
と
か
た
じ
け
な
く
存
候
。
拾
遺
集
七
に
、

　
　

神
な
び
の
み
む
ろ
の
き
し
や
く
づ
る
ら
ん
た
つ
た
の
川
の
水
の
に
ご
れ
る

是
も
可
有
用
捨
事
候
与
存
候
。
兎
角
、
崩
の
字
用
捨
あ
る
べ
き
事
尤
無
余
儀
御
事
候
。
一
圓
ニ
不
至
分
別
候
キ
。
愚
鈍
故
迷
惑
仕

候
。
是
も
前
々
法
楽
之
連
歌
に
取
沙
汰
候
。
き
し
の
く
づ
れ
な
ど
は
垣
、家
の
く
づ
れ
に
は
相
替
、可
為
各
別
や
う
に
申
候
つ
る
。
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そ
れ
さ
へ
に
て
候
ニ
、
禁
中
の
御
会
な
ど
に
は
不
及
是
非
御
事
候
。
但
拾
遺
集
は
長
徳
比
大
納
言
公
任
卿
撰
之
、
或
花
山
法
皇

御
自
撰
云
々
。
付
、
拾
芥
集
ニ
其
趣
在
之
。

　

二
あ
ひ
の
あ
や
を
る
水
と
見
つ
る
か
な
梅
の
し
づ
枝
を
ひ
た
す
川
ぎ
し　
　

龍
山

如
此
あ
ら
た
め
申
候
。

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59126

）

　
　
　
　

河
辺
梅

二
あ
ひ
の
あ
や
を
る
水
と
み
ゆつ

る
哉
た
ち
枝
の
梅
の
○

う下枝
を
ひ
た
す

つ
る
川
岸

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

二
あ
ひ
の
あ
や
を
る
水
と
見
つ
る
か
な
梅
の
下
枝
を
ひ
た
す
川
岸

８
遊
糸

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59127

）

　
　
　
　
　
　

遊
絲

　
　

風
＼
は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
な
か
ぞ
ら
に

絶
て

霞
の

ひ

ま

に

幽の
ど
け
くに

も
軒そ

れ
か
と
ば
か
り
み
ゆ
る
い
と
ゆ
ふ

端
を
ち
か
み
い
と
あ
そ
ぶ
み
ゆ

Ｂ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32962

、
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
）

　
　
　
　

遊ゆ
う
し糸

　
　

此
御
う
た
て
に
は
あ
ぢ
わ
ろ
く
候
。
又
み
ゆ
ど
ま
り
の
哥
近
代
ま
れ
に
み
え
候
。
連
哥
の
や
う
に
候
ゆ
へ
候
や
。
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Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　
　
　

遊
絲

　
　

此
御
哥
、
て
に
は
あ
ぢ
わ
ろ
く
候
。
又
み
ゆ
ど
ま
り
の
哥
、
近
代
ま
れ
に
み
え
候
。
連
哥
の
や
う
に
候
ゆ
へ
候
や
。

　
　

�　
　

風
た
え
て
霞
の
ひ
ま
に
の
ど
け
く
も
軒
ば
を
ち
か
み
い
と
あ
そ
ぶ
み
ゆ
。
勿
論
、
哥
は
あ
し
く
御
座
候
へ
ど
も
、
て
に
は
は
不

苦
候
歟
。
み
ゆ
ど
ま
り
の
事
、
伊
勢
物
語
に
も
、

く
れ
な
ゐ
に
匂
ふ
は
い
づ
ら
し
ら
雪
の
枝
も
と
を
ゝ
に
ふ
る
か
と
も
み
ゆ

紅
に
匂
ふ
が
う
へ
の
白
菊
は
お
り
け
る
人
の
袖
か
と
も
み
ゆ

　
　

み
ゆ
ど
ま
り
、
此
外
に
も
多
相
見
申
候
。

Ｄ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32963
、
『
宸
翰
英
華
』
五
七
〇
）

　
　

一　

み
ゆ
ど
ま
り
、
む
か
し
の
哥
に
は
い
か
程
も
み
え
候
。
近
比
の
歌
に
不
見
当
候
。

Ｅ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　

一　

み
ゆ
ど
ま
り
、
む
か
し
の
哥
に
は
い
か
程
も
み
え
候
。
近
比
の
哥
に
不
見
当
候
。

　
　
　
　

み
ゆ
ど
ま
り
、
近
比
の
哥
に
も
相
見
申
候
。
勿
論
歴
々
旧
哥
に
御
座
候
。
大
形
書
付
申
候
。

（
別
注
）

　

み
ゆ
ど
ま
り
の
哥
の
事
、
被
仰
出
候
。
ま
づ
、
古
今
・
伊
勢
物
語
・
十
代
集
な
ど
の
哥
を
手
本
に
申
伝
候
。
詠
哥
大
概
に
も
殊
可
見
習

は
古
今
・
後
撰
・
拾
遺
・
伊
勢
物
語
―
―
如
此
御
座
候
へ
ば
古
今
・
伊
勢
物
語
に
在
之
哥
之
詞
以
下
を
不
被
用
、
近
代
之
人
の
哥
を
可
被

用
事
、
如
何
。
是
も
詠
哥
大
概
に
七
八
十
年
已
来
之
人
の
哥
、
努
々
是
を
不
可
学
候
。
但
、
古
今
集
之
内
に
も
べ
ら
な
り
、
わ
か
な
つ
み

て
ん
、
袖
ひ
ち
て
な
ど
の
や
う
な
る
詞
は
、
古
今
と
申
候
て
も
近
代
は
不
仕
候
。
み
ゆ
な
ど
の
詞
は
不
及
其
沙
汰
候
歟
。
古
今
の
哥
に
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さ
よ
な
か
と
夜
は
ふ
け
ぬ
ら
し
か
り
が
ね
の
き
こ
ゆ
る
そ
ら
に
月
わ
た
る
み
ゆ

伊
勢
物
語
に
在
之
哥
、
右
に
注
之
。
只
今
不
及
注
申
候
。
枝
も
と
を
ゝ
に
ふ
る
か
と
も
み
ゆ
、
折
り
け
る
人
の
袖
か
と
も
み
ゆ
伊
勢
物
語
在
之
。

新
古
今
さ
ゞ
な
み
や
ひ
ら
の
山
風
う
み
ふ
け
ば
つ
り
す
る
あ
ま
の
袖
か
へ
る
み
ゆ

十
代
集

　

雪
と
し
も
ま
が
ひ
も
は
て
ず
卯
の
は
な
は
く
る
れ
ば
月
の
か
げ
か
と
も
み
ゆ

名
寄
勅
撰
に
在
之

あ
ゆ
の
か
ぜ
い
た
く
ふ
く
ら
し
な
ご
の
あ
ま
の
つ
り
す
る
小
舟
こ
ぎ
か
へ
る
み
ゆ

む
こ
の
う
み
の
に
は
よ
く
あ
ら
し
い
さ
り
す
る
あ
ま
の
つ
り
舟
波
の
う
へ
に
み
ゆ

む
こ
の
う
ら
の
と
ま
り
な
る
ら
し
い
さ
り
す
る
あ
ま
の
つ
り
舟
波
間
よ
り
み
ゆ　
　

人
丸

朝
霧
に
し
と
ゞ
に
ぬ
れ
て
よ
ぶ
こ
鳥
み
ふ
ね
の
山
を
な
き
わ
た
る
み
ゆ　
　

人
丸

舩
出
す
る
お
き
つ
し
ほ
さ
ゐ
白
妙
の
か
し
ゐ
の
わ
た
り
波
た
か
く
み
ゆ　
　

家
持

鴫
の
ゐ
る
野
沢
の
小
田
を
う
ち
か
へ
し
た
ね
ま
き
て
け
り
し
め
は
へ
て
み
ゆ

ゐ
な
み
の
は
ゆ
き
す
ぎ
ぬ
ら
し
天
づ
た
ふ
ひ
か
さ
の
う
ら
に
波
た
て
る
み
ゆ

　
　
　
　

草
根
集
之
中　
　
　
　
　

招
月

は
し
だ
て
や
夕
日
を
は
た
す
波
の
う
へ
に
つ
ば
さ
い
く
む
れ
さ
ぎ
と
ぶ
み
ゆ

み
る
〳
〵
も
か
す
み
ふ
き
と
く
朝
風
に
の
こ
れ
る
雪
の
山
し
ろ
く
み
ゆ　
　

頓
阿

　
　
　
　
　
　

此
外
、
数
多
相
見
申
候
歟
。

　
　
　
　

愚
詠
ど
も
御
不
審
之
哥
は
不
苦
候
与
存
候
も
悉
改
申
候
。
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御
不
審
之
条
目
共
、
未　

勅
撰
名
寄
に
も
十
代
集
に
も
月
清
集
に
も
可
在
之
候
歟
。
其
外
八
代
集
・
廿
一
代
集
、
未
勘
之
。
付
頓

阿
草
庵
集
未
択
之
。
千
五
百
番
も
未
択
之
。

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

　
　
　
　

遊
絲

　
　

風
た
え
て
か
す
み
の
ひ
ま
に
の
ど
け
く
も
軒
端
を
ち
か
み
い
と
あ
そ
ぶ
見
ゆ　
　
　

龍
山

あ
る
御
か
た
の
仰
に
、
此
御
哥
て
に
は
あ
ぢ
わ
ろ
く
候
。
又
み
ゆ
ど
ま
り
の
哥
、
近
代
ま
れ
に
み
え
候
。
連
歌
の
や
う
に
候
ゆ

へ
候
や
。

仰
尤
存
候
。
愚
詠
く
た
〳
〵
に
候
て
勿
論
之
よ
く
は
御
座
候
は
ず
候
。
し
か
れ
ど
も
、
て
に
を
は
は
く
る
し
か
ら
ず
候
歟
。

さ
れ
ど
も
右
哥
、
不
相
叶
御
気
色
候
と
存
仕
候
之
間
、
改
な
を
し
申
候
。

　
　
　
　
　
　

は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
な
か
ぞ
ら
に
そ
れ
か
と
み
え
て
な
び
く
い
と
ゆ
ふ　
　

龍
山

又
み
ゆ
ど
ま
り
の
事
、
御
不
審
候
歟
。
伊
勢
物
語
の
う
た
に
、
く
れ
な
ゐ
に
匂
ふ
は
い
づ
ら
し
ら
雪
の
枝
も
と
を
ゝ
に
ふ

る
か
と
も
見
ゆ
。
同
、
く
れ
な
ゐ
に
に
ほ
ふ
が
う
へ
の
白
菊
は
お
り
け
る
人
の
袖
か
と
も
み
ゆ
。
同
、
百
と
せ
に
一
と
せ

た
ら
ぬ
つ
く
も
が
み
わ
れ
を
こ
ふ
ら
し
お
も
か
げ
に
み
ゆ
。

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59126

）

　
　
　
　

遊
絲

は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
半
天
に
そ
れ
かと

み

え

つ

ゝ

な

び

く

と
ば
か
り
み
ゆ
る
い
と
ゆ
ふ

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

　
　
　
　

遊
絲
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は
れ
わ
た
る
雲
も
み
ど
り
の
な
か
ぞ
ら
に
そ
れ
と
み
え
つ
ゝ
な
び
く
い
と
ゆ
ふ

10
樵
路
躑
躅

Ａ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59127

）

　
　
　
　

樵
路
躑
躅

　

春＼
こ
ゝ
ろ
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の

も
は
や
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
岩
つ
ゝ
じ
木て

ご
と
に
か
り
て

こ
り
の
袖
の
か
へ
る
山
み
ち

Ｂ　
「
後
陽
成
院
宸
筆
御
消
息
」
（32962

、
『
宸
翰
英
華
』
五
六
九
）

　
　
　
　

樵
せ
う
ろ
の
路
躑
躅

上
の
句
、
下
の
句
の
え
ん
い
か
ゞ
。

Ｃ　
「
前
久
公
御
詠
草
」
（59177

）

　
　
　
　

樵
路
躑
躅

上
の
句
、
下
の
句
の
縁
い
か
ゞ
。

　
　
　
　

春
も
は
や
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
岩
つ
ゝ
じ
木
こ
り
の
袖
の
か
へ
る
山
み
ち

上
下
の
え
ん
の
事
、
春
も
は
や
く
れ
な
ゐ
は
、
く
る
ゝ
と
う
け
た
る
え
ん
に
申
候
歟
。
縁
を
つ
よ
く
も
と
め
す
ぐ
し
候
も
秀
句
め
き

て
嫌
申
候
歟
。
詠
哥
大
概
抄
に
可
有
御
座
候
。

Ｄ　

Ｅ　

な
し

Ｆ　
「
和
歌
」
（76059

）

　
　
　
　

樵
路
躑
躅
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春
も
は
や
く
れ
な
ゐ
ふ
か
き
岩
つ
ゝ
じ
木
こ
り
の
袖
の
か
へ
る
山
み
ち　

龍
山

仰
ニ
上
句
、
下
の
句
縁
い
か
ゞ
。

は
ゞ
か
り
な
が
ら
御
尋
に
つ
き
愚
意
を
申
入
候
。
上
の
句
の
え
ん
の
事
、
春
も
は
や
く
れ
な
ゐ
は
、
春
も
は
や
く
る
ゝ
と
い
ふ
心
の

え
ん
に
申
候
。
い
は
つ
ゝ
じ
、
春
三
月
暮
春
に
さ
き
申
候
歟
。
下
の
句
え
ん
の
事
、
つ
ゝ
じ
を
木
こ
り
の
袖
に
お
り
て
山
み
ち
を
か

へ
る
心
に
も
た
せ
て
申
候
体
ば
か
り
に
て
候
。
き
こ
え
か
ね
可
申
候
哉
。
惣
別
え
ん
を
つ
よ
く
も
と
め
む
す
ぶ
事
も
哥
の
先
達
申
を

く
も
、
秀
句
め
き
候
と
て
き
ら
ひ
申
候
や
う
に
相
見
候
歟
。
樵
路
躑
躅
の
う
た
も
か
く
の
ご
と
く
あ
ら
た
め
申
候
。
御
こ
と
ば
を
く

は
へ
ら
れ
可
被
下
候
。

　
　

こ
ゝ
ろ
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の
岩
つ
ゝ
じ
手
ご
と
に
か
り
て
か
へ
る
山
み
ち　

龍
山

Ｇ　
「
龍
山
公
五
十
首
御
詠
草
」
（59126
）

　
　
　
　

樵
路
躑
躅

心
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の
岩
つ
ゝ
じ
手
ご
と
に
か
り
て
かは

こ

ぶ
へ
る
山
道

Ｈ　
「
五
十
首
」
（77705

）

　
　
　
　

樵
路
躑
躅

心
な
き
木
こ
り
を
み
ね
の
岩
つ
ゝ
じ
手
ご
と
に
か
り
て
は
こ
ぶ
山
道

〔
（
下
）
に
続
く
〕

【
付
記
】　

資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
御
許
可
戴
き
ま
し
た
陽
明
文
庫
長
名
和
修
氏
に
記
し
て
深
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
平
成
二
五
年

度
研
究
経
費
助
成
な
ら
び
に
平
成
二
六
年
度
研
究
補
助
員
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
下
）
は
、
京
都
女
子
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
『
国
文
論
藻
』
14
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
掲
載
予
定
。 

（
本
学
教
授
）


